
鴻
巣
市
副
市
長
の
定
数
を
定
め
る
条

例
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
新
）

地
方
自
治
法
の
改
正
に
よ
り
、
助

役
の
名
称
が
副
市
長
に
変
更
と
な
り
、

定
数
を
条
例
で
定
め
る
も
の
で
、
県

内
に
お
け
る
鴻
巣
市
と
同
規
模
の
市

の
定
数
の
状
況
か
ら
判
断
し
、
一
人

と
し
ま
し
た
。

な
お
、
副
市
長
の
役
割
は
、
長
の

命
を
受
け
て
政
策
及
び
企
画
を
つ
か

さ
ど
り
、
長
の
権
限
に
属
す
る
事
務

の
一
部
に
つ
い
て
委
任
を
受
け
、
そ

の
事
務
を
執
行
す
る
こ
と
で
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
事
務
の
委
任
の
範

囲
は
、
非
常
に
幅
広
く
な
り
ま
す
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
事
務
方
で
行

い
う
る
レ
ベ
ル
を
超
え
る
高
度
な
政

策
判
断
及
び
、
こ
れ
に
関
連
す
る
重

要
な
企
画
な
ど
、
今
ま
で
の
助
役
よ

り
一
歩
踏
み
込
ん
だ
判
断
と
事
務
処

理
が
で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

鴻
巣
市
副
収
入
役
設
置
及
び
定
数
条

例
を
廃
止
す
る
条
例

収
入
役
を
廃
止
し
、
会
計
管
理
者

と
し
て
一
般
職
の
職
員
を
置
く
こ
と

に
な
り
、
条
例
の
廃
止
を
す
る
も
の

で
す
。
会
計
事
務
の
電
算
化
が
進
ん

だ
こ
と
か
ら
、
収
入
役
制
度
が
見
直

し
さ
れ
ま
し
た
。

鴻
巣
市
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の

も
の
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

学
校
嘱
託
医
の
う
ち
眼
科
及
び
耳

鼻
科
に
つ
い
て
は
、
児
童
生
徒
数
に

見
合
う
医
師
の
配
置
に
不
均
衡
が
生

じ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
報
酬
額
を
引

き
下
げ
、
新
た
に
児
童
生
徒
数
に
応

じ
た
加
算
を
設
け
る
も
の
で
す
。

ま
た
、
内
職
相
談
員
に
つ
い
て
、

職
員
に
よ
る
対
応
が
十
分
可
能
で
あ

る
と
判
断
し
、廃
止
す
る
も
の
で
す
。

鴻
巣
市
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

人
事
院
の
給
与
勧
告
で
出
さ
れ
た

公
務
員
給
与
構
造
改
革
に
伴
い
、
条

例
を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

給
与
表
を
国
家
公
務
員
俸
給
表
に

合
わ
せ
、
現
行
の
給
料
表
か
ら
切
り

替
え
る
も
の
で
す
。

鴻
巣
市
難
病
患
者
手
当
支
給
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

手
当
の
支
給
の
対
象
者
に
つ
い
て
、

埼
玉
県
特
定
疾
患
等
医
療
給
付
事
業

実
施
要
綱
、
ま
た
は
埼
玉
県
小
児
慢

性
特
定
疾
患
医
療
給
付
事
業
実
施
要

綱
に
準
じ
た
運
用
と
す
る
た
め
、
改

正
す
る
も
の
で
す
。

鴻
巣
市
都
市
公
園
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

上
谷
総
合
公
園
に
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

と
サ
ッ
カ
ー
場
が
整
備
さ
れ
る
こ
と

に
伴
い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
使
用
料
を
定

め
る
も
の
で
す
。

鴻
巣
市
消
防
団
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

埼
玉
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合
の

設
立
に
よ
る
市
町
村
消
防
団
員
等
公

務
災
害
補
償
条
例
の
制
定
に
伴
い
、

公
務
災
害
補
償
等
の
額
及
び
支
給
方

法
に
つ
い
て
、
引
用
条
例
を
改
め
る

も
の
で
す
。

2

本
定
例
会
で
は
、
市
長
提
出
議
案
と
し
て
、
条
例
案
、
平
成
十
八
年

度
一
般
会
計
お
よ
び
特
別
会
計
補
正
予
算
案
、
十
九
年
度
予
算
案
な
ど

四
四
件
、
議
員
提
出
議
案
二
件
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
慎
重
に
審
議
し
た
結
果
、
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

ま
た
、
七
会
派
に
よ
る
代
表
質
問
が
あ
り
、
さ
ら
に
一
般
質
問
は
、

四
日
間
に
わ
た
り
二
九
人
の
議
員
が
市
政
全
般
に
つ
い
て
活
発
な
論
議

を
展
開
し
ま
し
た
。

主
な
議
案
の
内
容�
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一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
五
号
）

で
は
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
五
億
七
六

九
七
万
円
を
増
額
し
、
補
正
後
の
予

算
総
額
は
三
一
三
億
六
六
九
五
万
円

と
な
り
ま
し
た
。

主
な
内
容
と
し
て
、
歳
入
で
は
障

害
者
自
立
支
援
法
の
施
行
に
伴
う
予

算
の
組
替
え
や
、
児
童
手
当
や
児
童

扶
養
手
当
の
支
給
見
込
み
に
よ
り
負

担
金
を
精
算
す
る
も
の
、
国
の
補
正

予
算
に
伴
い
市
街
地
再
開
発
事
業
補

助
金
と
合
併
市
町
村
補
助
金
を
追
加

な
ど
す
る
も
の
で
す
。

歳
出
で
は
、
合
併
市
町
村
補
助
金

の
活
用
に
よ
る
行
政
評
価
シ
ス
テ
ム

や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
導
入
、
本

町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
、
市
民

セ
ン
タ
ー
改
修
費
用
の
追
加
、
今
後

の
財
政
運
営
を
考
慮
し
て
財
政
調
整

基
金
へ
の
積
立
金
な
ど
計
上
し
ま
す
。

ま
た
同
じ
く
、
合
併
市
町
村
補
助
金

の
活
用
に
よ
る
道
路
改
良
工
事
の
追

加
や
、
市
街
地
再
開
発
事
業
補
助
金

に
よ
る
鴻
巣
駅
東
口
Ａ
地
区
市
街
地

再
開
発
事
業
補
助
金
の
追
加
な
ど
を

行
う
も
の
で
す
。
そ
の
ほ
か
、
特
別

会
計
（
六
件
）
と
水
道
会
計
予
算
の

補
正
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

十
九
年
度
の
一
般
会
計
予
算
は
、

三
二
二
億
九
七
〇
〇
万
円
と
な
り
、

前
年
度
に
比
べ
、
金
額
で
二
四
億
八

一
〇
〇
万
円
、
率
に
し
て
八
・
三
パ

ー
セ
ン
ト
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

予
算
の
特
徴
は
、「
積
極
型
の
予

算
」「
財
源
活
用
型
の
予
算
」「
経
費

節
減
型
の
予
算
」
で
す
。

積
極
型
で
は
、
鴻
巣
駅
東
口
Ａ
地

区
市
街
地
再
開
発
、
三
谷
橋
大
間
線

街
路
、
北
鴻
巣
駅
西
口
土
地
区
画
整

理
、
吹
上
駅
北
口
駅
前
広
場
整
備
、

工
業
団
地
通
線
整
備
、
広
域
循
環
バ

ス
運
行
、上
谷
総
合
公
園
整
備
な
ど
、

大
規
模
事
業
へ
の
取
り
組
み
を
本
格

化
さ
せ
て
い
ま
す
。
財
源
活
用
型
で

は
、
合
併
特
例
債
や
ま
ち
づ
く
り
交

付
金
の
活
用
を
最
大
限
に
図
っ
て
い

ま
す
。
経
費
節
減
型
で
は
、
歳
入
歳

出
見
直
し
作
業
を
実
施
し
、
担
当
各

部
の
歳
出
削
減
方
策
の
提
案
に
よ

り
、
経
常
経
費
を
徹
底
的
に
節
減
し

て
い
ま
す
。

そ
の
ほ
か
、
特
別
会
計
（
六
件
）

及
び
水
道
事
業
会
計
、
新
た
に
公
営

企
業
会
計
に
移
行
し
た
下
水
道
事
業

会
計
の
各
予
算
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

十
九
年
度
の
一
般
会
計
予
算
は
、

前
年
度
に
比
べ
、
二
四
億
八
一
〇
〇

万
円
増
で
、
増
額
分
の
九
〇
パ
ー
セ

ン
ト
は
建
設
事
業
費
で
す
。
こ
の
「
積

極
型
の
予
算
」
の
多
く
は
鴻
巣
地
域

の
継
続
事
業
で
、
吹
上
・
川
里
地
域

の
整
備
予
定
事
業
は
含
ま
れ
て
い
ま

せ
ん
。
市
長
は
、
常
に
三
地
域
の
均

衡
あ
る
発
展
と
述
べ
て
い
ま
す
が
、

鴻
巣
地
域
優
先
の
予
算
で
す
。

福
祉
・
教
育
で
は
、
税
制
改
正
等

に
よ
り
、
障
害
者
の
手
当
や
生
活
保

護
費
な
ど
に
影
響
が
出
て
い
ま
す
。

社
会
福
祉
協
議
会
補
助
金
は
昨
年
度

に
比
べ
一
三
〇
〇
万
円
カ
ッ
ト
、
地

域
福
祉
事
業
は
二
三
〇
万
円
削
減
、

保
育
所
や
小
学
校
の
給
食
調
理
の
委

託
化
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
耐
震
工
事
で
は
一
定
の
前

進
は
見
ら
れ
る
も
の
の
、
吹
上
中
学

校
の
早
期
改
築
な
ど
、
一
層
の
推
進

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
市
民
プ
ー
ル
に
つ
い
て

は
閉
園
の
方
向
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

市
民
の
要
望
に
背
を
向
け
る
市
の
姿

勢
に
問
題
が
あ
り
ま
す
。
以
上
の
よ

う
な
理
由
か
ら
反
対
と
し
ま
す
。

市
長
は
、
十
九
年
度
の
施
政
方
針

の
な
か
で
、
市
政
の
基
本
目
標
を
合

併
後
新
し
く
誕
生
し
た
鴻
巣
市
の
土

台
を
築
く
こ
と
に
あ
る
と
し
て
い
ま

す
。
十
九
年
度
予
算
は
、
第
五
次
総

合
振
興
計
画
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
る
予

算
で
す
。
編
成
に
当
た
り
様
々
な
新

し
い
方
法
を
取
り
入
れ
、
総
合
振
興

計
画
や
新
市
建
設
計
画
が
掲
げ
た
将

来
都
市
像
の
実
現
に
向
け
、
厳
し
い

財
政
状
況
や
、
各
地
域
の
住
民
ニ
ー

ズ
を
的
確
に
捉
え
、
速
や
か
な
一
体

性
の
確
立
と
均
衡
あ
る
発
展
を
目
指

し
て
い
ま
す
。
市
長
が
基
本
目
標
と

し
て
い
る
「
生
活
満
足
度
、
住
民
参

加
度
、
行
政
効
率
度
」
の
向
上
を
図

る
た
め
、
効
率
的
か
つ
積
極
的
に
取

り
組
ん
だ
予
算
で
す
。

具
体
的
に
は
、
三
駅
を
中
心
と
し

た
大
規
模
事
業
に
取
り
組
み
、
歳
入

歳
出
見
直
し
に
よ
り
徹
底
的
な
経
費

の
節
減
に
努
め
て
い
ま
す
。ま
さ
に
、

「
積
極
型
の
予
算
、
財
源
活
用
型
の

予
算
、
経
費
節
減
型
の
予
算
」
と
呼

ぶ
に
相
応
し
い
、
将
来
を
見
据
え
た

予
算
編
成
に
取
り
組
む
姿
勢
が
認
め

ら
れ
、
賛
成
す
る
も
の
で
す
。

3

賛
成
討
論�

反
対
討
論�

台紙  07.5.26  1:43 PM  ページ3


